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1 はじめに

　この ペーパーは 、2007年 11月 10〜 11日に

広島市立大学で 開催された消費者金融サービス

研 究学会 第 8回全 国 大会 に 提 出 した もの を加

筆 ・修正したもので ある 。 消費者金融サービス

研究学会 では 、統
一

論題を 「世界 にお ける新 た

な金融ビジネス モ デル」とした 。 世界の所得水

準は向上し 、併せて消 費水準も向上 し 、そうし

たなか各国 で 、消費者金融サ
ー

ビス の必要性 が

高まり 、消費者金融サ
ービス 市場が形成された 。

会長 江 夏健
一

（早稲田 大学） 開会 の 言葉の 後

第8回全国大会が始ま り 、自由論題報告や 、特

別講演も行われ 、ス ケジ ュ
ー

ル の かな りタイ ト

な 2 日間の 大会 に総勢 120人以上 が参加 した 。

大会の 目玉の 、シ ン ポジ ウム 「世界における新

たな金融 ビジネス モ デル」は多様な角度か ら理

論的かつ 実践的に検討し 、これか らの消 費者金

融サ
ービス の ある べ き姿を探 っ て い きたい とす

るもの で ある 。筆者 は 、「マ イ ク ロ ・ク レ ジ ッ

トとグ ラ ミン銀 行」 つ い て統 一論題 を報告 し、

最後にパ ネルの要請 があ っ た 。 この学会報告の

き っ か けは 、 世界経済評論 の第 53巻の8月号 と

9月号に 上下 2回で報告し た論文 「バ ング ラデ

シ ュ の 地域経済発展に おける 日本の経験導入と

その 可能性
一グ ラ ミン 銀行と一

村
一

品 モデル的

分析
一」を江夏健

一
先生 （早稲田大学）が読ま

れ筆者に当学会で の統
一
論題として報告して 欲

しい と連絡があ っ た 。

　筆者が参加 したシンポジウム 「世界にお ける

新たな金融 ビジネス モ デル」パネルは 、モ デレ

ーター坂野友昭 （早 稲 田大学）、大工 原桂 （国

際金融情 報セ ン ター）、湯川 洋久 （大 阪大 学大

学院）、西村吉正 （早 稲田大学 ）で あ る 。 大工

原桂氏が 「拡大を続けるイス ラム金融 と貧困削

減ツ
ー

ル としてのイス ラム 金融
一
英国 にお ける

イス ラム金融振興策を事例として一」を特別講

演され 、湯川洋久氏が統
一

論題 「ミ ャ ン マ
ー

に

お ける マ イク ロ フ ァ イ ナン ス 最新状況 に つ い

て 」の 報告をされ た 。 そ して筆者の 統
一

論題報

告がこ こ に掲載したペ ーパ ー
で ある 。

　バン グラ デシ ュ のグ ラ ミン銀行は 、それ まで

金融サービス へ の ア ク セス が難しか っ た貧困層

の 需 要 に応 え る か たち で 瞬 く 閻 に広 が っ た。

2006 年 に ノーペ ル 平 和 賞 を受 賞 したム ハ マ

＊ （商学博士）元萩国 際大学教授、現 在、北九州市 立大学 ・法学部 （南ア ジア 研 究）

社会政策部、近畿大学 ・産業理工学部に て非常勤 講師 。

・経 済 学 部 （経 済発 展 論 ）、愛 知 学 院 大 学 ・情 報
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　 ：靉

ド ・ユ ヌ ス氏
1
の グラ ミン銀行 は貧しい人 々 に

無担保で わずかな金を融資 し 、それを元 手 に小

さな ビジ ネス （マ イク ロ ・エ ン タ
ー

プライ ズ）

を始めさせ 、経済的に自立させる 「マ イクロ ・

クレジ ッ ト （Micro　Credit，　MC 小規模金融 、な

お現在では 、融資と奨励貯蓄をあ わせて 「マ イ

ク ロ フ ァ イナン ス 」
2MF

と呼 ばれ る こ とも 多

い）」とい う手法であ る 。 こ のMF に よ り貧困層

の 生活水準を引き上 げ経済発展 に 貢献 し て い

る 。 グ ラミ ン銀行は、貧困層を対象とする 小規

模融資機関として銀行の 役割と 、教育や社会開

発 における 活動な どの NGO の 役割とを果して

い る 。 グ ラ ミ ン銀行の実践が貧困対策 として

世界的な注目を集め 、同様な小規模金 融の 試 み

が開発 途上 国の みならずア メ リカなど先進国 で

も行われるようにな っ た 。 バングラデシ ュ の場

合対象者は数千円から数万 円の 資金融 資を無担

保で 受け 、それ を元手 に自営業な どを開始 、あ

るいは拡大 して収入を増やし 、自活していくこ

とが期待されて い る 。

　MF プロ グラム を総 じて制度 イン フ ラと捉え 、

その整備を促進するこ とで貧 しい人たちの金融

サ
ービス へ のアク セ ス を保証 しようとする動き

が強くな っ てい る 。 MF 成果の 条件は MF 機関

にとっ てもプロ グラ ム 運営上必要な情報と推測

され る が、これ まで MF の 成果要因 に つ い て 実

証的 に 分析され た研 究は沢山報告 され 3、具体

的には、MF利用者お よびMF浸透国の 属性を計

量的 に分析しその 解釈 を提示する とともに 、そ

こ か ら政策的提 言を導 こ うとするもの で あ る 。

本研 究は ，バン グラ デシ ュ の MF 及 びグ ラ ミン

銀 行に関する研 究の
一

つ で ある 。著者は 、MF

及びグ ラ ミン銀行につ い て長期的に研究し 、バ

ングラデシ ュ へ 帰国のとき著者の郷里である マ

ニ ク コ ン ジでグ ラ ミン銀行の活動に つ い て 、農

村の 人々に 行っ た 、聞 き取 り調査や農村の 開発

を自分の 目で見 て感じたことをこの 研究で まと

めた 。 さ らに 、バ ング ラデシ ュ 政府関係の報告

書 、資料 、デ ー
タ 、国連 （UN ）、世 界 銀 行

（WB ）、アジァ 開発銀行 （ADB ）な どの 機関や

団体に より、地域の開発 問題 につ いての論文 ・

報告書を調べた 。 また 、文献サ
ー

ペイに基づ き 、

グラミン銀行の年間報告な どのデータ を利用 し

てその状況を分析 した 。 本稿の構成は 、バ ン グ

ラ デ シ ュ に お ける マ イ ク ロ
・

フ ァ イ ナ ン ス

（MF ）、グ ラミ ン銀行の活動と仕組み 、グ ラ ミ

ン 銀行に おけ る貧困緩和に 関する 経済発展論的

考察 、最終節ではグ ラ ミン銀行の貢南犬につ い て

考察する 。

皿 バ ン グラ デシ ュ に お ける マ イクロ ・フ ァ イ

　 ナン ス （MF ）

　MF4は 、グ ラ ミン銀行の 「成功」以来 、世界

的 に注 目 を 浴 び 、本 家 バ ング ラ デシ ュ で は

「MF の洪水」 とで も言える ような状況で あ る 。

確 かに 、MF は貧困緩和 に顕著な役割 を果た し

た 。 （海田 能宏編〔2003 ］藤田 幸
一

： 150）マ イ

ク ロ フ ァ イナン ス とは 、開発 途上国にお ける貧

困層や低所得者を対象に貧困緩和を目的として

行われる 小規模金融の こ とである 。 マ イク ロ フ

ァ イナン ス （MF ）とい う言葉の 意味は小規模

金融 （マ イク ロ ク レジ ッ ト ： MC ）の み な らず、

預 金 （マ イ ク ロ セイ ヴィ ン グ ：MS ）や保険

（マ イ ク ロ イ ン シ ュ ア ラ ン ス ： Ml）、リース 、

送金サービ ス 等を含め た小額の金融 サービス 全

体 をさ して い る （相山由菜 、伊藤侑希 ら ： ホー

ム ページ）

　バン グ ラデシ ュ をはじめ とする 世界 中の 多く

の 貧し い人々がMF の恩恵を受ける こ とによ り、

毎 日の 生活の 中で最低限必要 とされる もの （衣

食住や基礎教 育 ・保健 医療な ど）にアクセ ス で

きるようにな っ た 。 世界の貧困を緩和 するため

に と りわ け 有効だとされ る 方法 の
一

つ が 、MF

で ある 。 MF は 、多くの援 助機関 によ り、貧困

削減 に欠かせない ツールの
一

つ と見な されて い

る 。 1997 年 に アメ リカのワ シ ン トン で 開催さ

れ た第 1回 「マ イク ロ
・
ク レジ ッ ト ・

サ ミ ッ ト5」

翠
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で は 、2005 年 まで に世界 の 1億世帯 の貧 しい

人々 、特に女 性の収入向上活動に必要な資金を

供給する ため の MF が重視され てい た 。 2005 年

は 、国連の定め る 「国際MC 年」である 。 その

結果とし て 、2005 年 12月時点で 1億 1
，
326万

人以上の 人がこの MF サ
ービス を利用し て い る

とされた （Daley− Harris［2006］）。 貧困削減

の ための 重要な手段とし て 、世界銀行や国連諸

機関か ら草の 根 NGO まで様 々な援 助機関に よ

っ て積極的な取 り組みがおこなわれて い る 。

　MF と は 、バ ン グ ラ デシ ュ 全 土 で 様 々 な

NGOs6や銀行 によ り展開されて い る 。
　 MF プロ

グ ラム は 、日本 円に して 1万 円か ら5万 円程度

を貸し出すので ある 。 1990年代 はNGO 活動 が

量的に広く拡大した時期でも あ る 。 政府 NGO

局 に登録 したNGO 数は 1990 年に 494 団体だ っ

たの が、2003 年には 1，751 団体に急増 して い

る （NGO 　Affairs　Bureau ）。 また これ らNGO

が受け取 っ た外国援助額も90年の 1億700 万 ド

ル か ら2000 年の2億700万 ドル へ と倍増し 、パ

ン グ ラ デ シ ュ へ の 援 助総 額 が 減 少 する 中 で

NGO 受取 額の しめる割合 は90年の 62 ％か ら

2000年は 16．7％へ 伸 びて い る 。 こ うした環境

の もと、NGO はその活動 地域 を コ ン ス タン ト

に拡大 して お り、2002年段階 で はバ ングラデ

シ ュ 最大 の NGO であ る BRAC が全国 約 6万 の

村 、 グラミン 銀行も3万 5千村 、 Proshikaが2万

村をカバー
する に至 っ て いた （NGO 　 Affairs

Bureau 、大橋正明氏 、 長 畑誠ホ
ー

ム ペ ージ）。

バン グラ デシ ュ 農村開発公社 、バン グラ デシ ュ

農業銀行な どの 政府系 機関やグ ラ ミン 銀行 、

BRAC 　（　Bangladesh 　Rural　Ad ＞ance

Committee）、PrOshikaの ような NGOs な どで

ある 。 バン グラ デシ ュ 政府自身に よる MF 事業

の 最大の もの は 、カナダ国 際開発庁 （CIDA）

の 支援を受 けて 、バ ング ラ デシ ュ 農業開発局 が

1988 年 に 実 施 し た RD − 12 （Rural

Devebpment − 12 ） で あ る （Khandker

（f998） ：
3．5。バン グラ デシ ュ で は 、世 界的 に

有 名な組織 BRAC 、グ ラ ミ ン銀行などで は 、5

人の女性か らなる 小グル
ープがい くつ か集ま っ

て 20人か ら50人 ほどの 人数で 毎週 の よ うに住

民集会を開き、そこで 資金を回収する方法 を開

発 した （MOF ［2007］ ：145− 167）。 NGOs

に よる MF の 活動 、金融機関に よ り、小規模金

融機関 （Micro　Finance　lnstitutions、　 MFPs）

による農村の 約45％の世帯 が何 らかの MF に参

加 して い る 。 借入者の投資先は x 女性 と男性で

大 きな 違い を見 せる 。 NGOs は 、　 MF 以外に技

術支援や教育 ・保健な ど社会 開発プロ ジ ェ ク ト

も併せ て行 っ て い る 。 例 えば 、日本 の NGO の

一
つ であ るシ ャプラニ

ー
ルの活動目的が社会開

発で あ り 、その
一

環 とし て MF を取 り入れ て い

る が 、自らの 財務的 自立性確保の ため に 、MF

に 特化し ている （シ ャプ ラ ニ ー
ル会報 ： 1998）。

2005 年現在 、690 の NGOs が26．4百万人に MF

サ
ー ビ ス を提 供 し て い る と推計 さ れ て い る

（MOF ［2007］ ： 160）。 さ らに 、規模の拡大

を 目指し、社会 開発事業の 枠組み を維持 しな が

らも 、農村銀 行を買収 して制度的な基盤を確 立

する ような 動 きも出て きている 。 この 中では 、

Self　Help　Groupによる融資 活動 を展 開しな が

ら様々な研修 を実 施している 。 しかし 、職業訓

練的な技術指導 はある ものの ビジネ ス 運営 とい

っ た視点で 、 貧困層の ビジネ ス 運営技術を高め

ようとする研修
7
は少な い 。

　こ の融資の サ
ービス をおこな っ てい る 金融機

関を MF 機関 と呼び 、それ らMF 機関に よ っ て提

供され て い る 融資を MF ロ座 として数え る 。 し

か しここ で MF 機関による融資が必ずしも
“
貧

しい 人向け
”

の
“
小規模

”

融資でない ことは断

っ て お か ね ばな らな い 。
“
貧し い 人向け

”
を標

榜しな が らも 、MF機関から融資を受ける人々

は厳密に貧困線以 下あるいは低所得層 に限 られ

て い る わ けで は な く 、また融 資額につ い て も
“
小規模

”
融資のみではないからで ある 。

　 ロ
ー

ン利用世帯がどの ような 機関か らサ
ービ

ス の 提供 を受 けて い るか を表 1に示 す 。 この 表

　　　　　　
輔四
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　 籌

表1 バ ングラ デシ ュ における ロ ー
ンサ

ー ビス提供機関内訳

欝講
、萋ξ

’
ξξ
’
多萋i萋蠱耋

’
ぎ鼕：耋萋　ξ籔 　　≦ξ　萋萋

ヌ
ξ…　三宰

　 　　 　 　 鼻　　　　　　　　　　　　　　　沖　霹　 　　 　 　　 　　 　 　 寧　》
1ぎ難憲 磁 撫 奪1馨鍵慾

；i鬟難、 llili驤 爨織溺 鬟萋耄麟 難 藁ぞi
唖　濘臣　　　　　　　　　穿嘸　鷲　　　　　　　　鰐マ龕

灘 1：ll舞緯 翼謙羅 攣獅 蒙撫 ξiξ灘欝 購灘 欝 懿 疇蠹 総 纓 熱 鑽 黷 逡灘 義騨 ，　 臣　争　　鋒　　　　　　　　　　酔

銀行 13．08 ．0 17．0 10．05 ．0 15．0 1409 ．0 17．0提

供

機

関

グラミン銀行 10．011 ．0 9，0 3．06 ．0 20 11D12 ．O 10．0

協同組合 1．01 ．0 0，0 1．01 ．O 1．0 0．01 ．O 0．0

NGOs 21．024 ，0 19．0 28．037 ，0 21，0 19，021 ，0 18．0

BRDB 3．04 ，0 2．0 2．03 ，0 2D 3．04 ．0 2．0

親戚 22．021 ，0 23．0 23，020 ，0 26．0 22D21 ．O 220
提

供
非
機

関

非親戚 12，011 ，0 12．0 15．013 ．0 16．0 11．011 ．0 110

商人 11．011 ．0 11．0 8．09 ．0 7，0 12．012 ．0 120

その他 8，09 ．0 8．0 10．07 ．0 11，0 8．09 ．0 7．0

合 　計 100．O100 ．0100 ．0100 ．0100 ．0100 ，0100 ．0100 ．0100 ．0

（注） BRDB 　（Bangladesh 　Rural　Development 　Board），

出所 ：MOF （2005 ）B ∂ ngladesh 　Orth∂n∂ノ〃05 め∂mikh ∂ （Bengali），184頁 。

か らは 、貧困層のロ ーンの半数あるい はそれ以

上が 、友人 、家族 、商人 、隣人や個人 的金貸 し

等 、イン フ ォ
ーマ ルな貸し手か らのもの であ る 。

また広義 の MF 機関に分類される協同組合や国

立銀行が、貧困層以上 に非貧困層に利用 され て

いる こ とが見て とれる 。 その
一

方で 、民 閤銀行

も貧困層に比較的門戸 を開 いてい る様子がうか

がわれる 。 グ ラ ミン 銀行の 年利 10〜30％で貸

し つ け る と い う も の で あ る （Wright

（2000） ： 179− 181）毎週分割して 、少額ず

つ 支払う 。 村の 高利貸 し特に商人の 年利 100か

ら200 ％に比べれば 、村人たちに と っ てそ れ は

十分低利で あ っ た し 、グ ラ ミ ン 銀行が示 し た

98％の返 済率 は 、十分に 採算の 取れ る 融資事

業で あ っ た。

皿 グラ ミン 銀行の 活動 と仕組み

　世界に おける 貧困層の人々に対して 、経済的

自立 や生活水準の 向上の ため 、少額資金が提供

される 「マ イクロ ク レジ ッ ト」 とい う制度 が広

が っ ている 。 こうした制度として知られてい る

の がバング ラ デ ッ シ ュ で始め られたグラ ミン銀

行で ある 。 この 制度は 、信用供与 に伴う不確実

性 と情報の非対称性を解消することを目的とし

たグループ貸付制度とみなされる 。 先進国 にお

いても
一

般 の消費者 、とく に低所得者は 、消費

目的や何らかの投資目的に 資金を金融機関か ら

借入れ る の は容易 ではない 。 こ の ため に発展 し

て きたの が消費者金融を扱うノン バ ン クな どの

金融機関の発展で あ り、こ れもマ イク〔〕ク レジ

ッ トの
一つ で ある と考えられる （藪下史郎 、松

冊 嘆 ： ホ ーム ペ ージ）。 MC はグ ラ ミン 銀行 に

つ い て のみ言え るこ とで はな い 。 MFIにと っ て

も 、バン グラデシ ュ 全体に と っ て も 、今日の 日

本に おい て も 、世界 中で 、生産性の向上 とその

結果生じる所得の 向上は発展へ の鍵となる 。 設

備投資や労働生産性の 向上 によ り各企業の 生産

性 が向上すれば 、それは結果 としてそ こで 働く

各個人の 所得の 向上 をもた らし、延い てはその

企業だ けでなく国全体の発展 にも繋がる 。

　グ ラ ミン 銀行事業の 飛躍的拡大への 大きな 転

機は 、ユ ヌ ス氏の個人的な コ ネやア メ リ力在住

時点か らバ ング ラ デシ ュ 独立運動 にも参画 し 、

その後帰国 して バ ング ラデ シ ュ 政府経済局計画

委員 （Planning　Commission）に勤め た 。 その

後Planning　Commissionを辞めて チ ッ タゴ ン大

学の経済学部長 にな っ たというい わば エ リー ト

製槲鯉ヂ
… … … … … ……
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に属して いた 。 政府高官や金融機 関の経 営者 の

問にも個人的 コ ネクシ ョ ンが数多くあ っ たの で

ある 。 彼は 、昔か らの友人で当時バングラデシ

ュ 国営キ リシ銀行 （農業銀行）の総裁をしてい

た人物に偶然あ っ たこ とか ら 、 彼の全面的な支

援をうける こ ととなる 。 総裁の支援の もと 、 キ

リシ銀行がジ ョ ブラ村に新たに
一

つ 支店を作

り、100万 タカ （約3万 ドル ）を融資額の 限度

として その 経営 を ユ ヌ ス が任されたの で ある 。

（不破信彦 ：ホーム ページ）こ こ でグラ ミン 銀

行の歴史を少し振 り返ろ う 。

　本来 、銀行や金融 機関の 果 す役割 と言 えば 、

今の自分で は買えない設備の 資金 、原資を前借

りして その 設備を活用 する事 によ っ て借 りた金

を返済 する という仕組 だ。 この機会を提 供する

事に最大の効果が見込 まれてい る 。 グラ ミン銀

行はその役割を見 事に果して 、お金に触 れたこ

とも無 くまた 自分 で仕事 を持つ な ど想像 もしな

か っ たバ ング ラデシ ュ の女性達に機会を与え

た。 では 、 その 役割を果 した所 で 、 銀行の役

割は終わ りなの だろ うか。 現在もバング ラデシ

ュ は世界屈指の貧困国である 。 人はどんなに貧

し く生まれて も豊 かになる こ とがで きる 。 こ の

単純な理想を叶える ため 、それを叶える 事が夢

や幻で はない とい う事を 、グラ ミン 銀行は示 し

続けな ければな らない 。 その ためにグラ ミン銀

行がしな ければな らな い こ と。 それは銀 行と貧

困者が2人3脚を組ん で 、し っ か りと彼 らを支

えて 自分の脚で歩め る ように する 。 そうい っ た

シ ス テム を構築する事なの で ある 。

1．グラ ミン銀行の 始まり と活動に つ い て

　「グ ラ ミン 」はベ ン ガル 語で 「農村 」 とい う

意味である 。 グラ ミン銀行の活動 が農村 を中心

に行わ れ ている こ とは 「農村バン ク ＝ グ ラ ミン

パン ク」 という名 前に も表れて い る 。今では世

界的にも 「グ ラ ミンバンク」 と呼ばれるように

な っ た 。 この 銀 行を作る背 景 に 、1974 年の バ

ン グ ラデ シ ュ の 飢饉 に 遭遇 したユ ヌ ス 氏 は 、

1976年 ジ ョ ブラ村 （バ ングラデシ ュ の南部の

地域チ ッ タ ゴン県） において 、少額無担保融資

事業 （グラミ ン銀行プロ ジ ェ ク ト）を開始 した 。

ク レジ ッ ト ・サ
ー

ビス を提供して竹細工 の腰 か

けを作 っ てい る貧 しい女性達に注目してポケ ッ

トに あ っ たわ ずか27 ドル を42 人の 女性達に支

援する 非農業部門の収入向上パ イロ ッ トプロジ

ェ ク ト （1ncOme　Generating　 Project）に 乗 り

出 し 、経済的自立 の促進 を企図 した 。 同地で の

こ の プ ロジ ェ ク トの成功で 確信を得たユ ヌ ス氏

は 、1978年にグ ラ ミン 銀行と呼ばれる 貧しい

人 々を対象とした無担保無利子マイク ロ ク レジ

ッ ト ・プロジ ェ ク トを立ち上げ 、この プロジ ェ

ク トは 、その 後 1983年 に事業 を組織化 し 、半

官半NGO 機 関 として 「グ ラミン銀行」 を特殊

銀 行として創設 した 。 これ がグ ラミン銀行の始

まりで ある 。

　グラ ミン銀行は 、1976年 から 1983年 までバ

ン グラデシ ュ 商業銀行ジ ャ ノタ （Janata　Bank ）

を通して貧 困層 の女性を中心に無担保で貸し付

け を実施 した 。 1983 年 10月 2 日、グ ラ ミ ン銀

行を創設 して MF をス タ
ー トさせた 。 資金はほ

ぼ完全に 回収され 、貧困層の生活改善に 力を発

揮 、同銀行の 手法は 世界に広が っ た 。 MF の理

論を完成させただけで な く 、理論をグラ ミン銀

行 とい う実践 の形に結実さ せて 、ビジ ネス とし

て も成功 を収め た 。 そ して 何 よ り、グ ラ ミン銀

行か ら融資を通 じて貧困層に属する 多くの人々

の 生活が向上 した 。

　グ ラ ミン 銀行で は、融資を受 ける 人が5人 1

組によるグ ル
ープ を形成し 、返済計画などにつ

い て 互 い に 相談で きる ような 体制を作 っ た り 、

預金を奨励 した り 、銀行 員が週に 1回農村 を訪

問 して資金 を回収 した りとい っ た独特な方 式を

採用し てい る 。 こ うしたグ ラミ ン銀行の提示 し

たモ デル は世界 中に広 が り、世界の 貧困 削減に

多大な貢献をした と高く評価 され て いる 。

　バ ン グラデシ ュ にお ける金融やイン フ ォ
ー

マ

ル 金融では土地な どの 担保がな い貧困層 に融資

　　　　　
tttww−’−ev…
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で きない ことや 、あるいはその 利用によ っ て は

所得改善が望めない貧困層 や低所得者 がいる こ

とから、貧 しい人々がアクセス で きる金融機 関

として グラミン銀行のMF が ある 。 グラミン銀

行を代表とする農村小規模金融方式は ，土地無

しや零細農 とい っ た担保 を持たず、また自分の

名前も書けないような村びとに対して 、銀行所

属の フ ィ
ー

ル ド職 員が村へ 直接出向く ことによ

っ て公的金融へ のアク セ ス を可能に し ようとし

た。 つ まり、グ ラミン銀行の重要なコ ン ポ
ー

ネ

ン トとしては 、まず ，（1）グ ラミ ン 銀行の 規

則 （16原則
8
）やシ ス テ ム を借 り手が厳粛に 守

っ て い る 、（2）5人で
一

つ の グル
ープと毎週の

返 済が小規模融資に機能的 に 活 躍 し て い る 、

（3）借 り手 （メン バー） の ニ ーズ と状況を把

握して MF を貸 し付けて い る 、（4）グ ラ ミン銀

行は行員よ り借 り手の 方が融資の 使い道 を知 っ

て い るか らい ち い ちロ を出さな い 、（5）貸 付

後 の メ ン バ ー に 対 す る 行 員 の 透 明 性

（Accountabiiity） と親身な モ ニ タ リン グが機

能している 。

　こ のような 、グラ ミン 銀行 の特徴は 、小額 、

無担保 、 グル
ープ連帯責任制度 （融資対象者の

みで グル
ープを構成し 、返済の 際にグ ル

ープの

中で返済できな いもの がい た場合、グル
ープ内

で 肩代 わ りをしな ければな らな い ）、貸付対 象

を女性の みにするな ど 、革新的な方法 を取 り入

れ 、返済率を高めた ことか ら、小 ロ融資が世界

中 で注 目を浴 びて きた 。 この様 にして スター ト

したユ ヌ ス 氏 の 「グラミン ・プロ ジ ェ ク ト」は 、

着実 にその規模 を拡大 し 、1981 年の段 階で累

積貸出額「，340 万 ドルに達 し、1982年 1年間で

更 に新 た に 1，050万 ドルの融資 を行 っ ている 。

その翌 年の 1983 年これ もユ ヌ ス 氏 の米国留 学

時代か らの知 りあいで当時の大蔵大臣の支援を

得 て 、6割政府出資 （残 りの株式は 、 借 り手が

共同で 所有 ；但し 、政府と借り手の株式所有比

率は 、後に借 り手の 多数所有に変更）の 独立 し

た 銀行と し て の 「グ ラ ミン 銀行」が成立 し た

（大橋正 明 氏 、長 畑 誠 ）。 グ ラ ミン 銀 行 は 、

2000 年に融 資制度を拡大し柔軟性 を持たせた

「グラ ミン銀 行 1」
9
に進化 して い る 。 それまで

の クラ シ ッ クシ ス テ ムか ら2002年 よ りグラ ミ

ン とい う新融 資シ ス テムに移行した 。 グラミン

銀行はお金 を貸すだけではなく 、女性達 に労働

の機会を提供している 。 どんなに貧しくても人

には何らかの技能があ り、それを資本化して事

業を起こ す 「起業家精神」が必ずある 、 とい う

の がユ ヌ ス 氏の 考え方で ある 。 1990年にグ ラ

ミン銀行か ら融資を受ける男 女別比は 、86万

図1　 グ ラ ミン銀行に おける融資を受 ける男女別比

8ρ00ρ00

7，000ρ00

6，000，000

5ρ00ρ00

4，000，000

3，000 ，000

2ρOOρ00

1，000，000

　 　 　 　 0

注 意 ：2008年 2月ま で の データ で あ る。

出所 ：グ ラ ミン銀行の Annual　RepQrt（年間報告書）各 年報告書よ り作成 。
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人 以上 （女 79万 と男 7万人 ）、の成 果 で 、これ

はさ らに拡大 して現 在 2008 年 に 743 万 人を超

えた人々が融資を受 けている （図 1）。

　グラミン銀行は 、新メン バー
においてお金を

借 りる 前にグ ラミ ン銀行の考え方 、規則 、手順

につ い て 1〜2週問の 訓練を受 けな けれ ばな ら

ない 。 そして 、グル
ープ とし て認 められる為に

［コ頭試験に合格しな ければな らな い 。 新しい メ

ンバーにな る ため にグラ ミ ン 銀行の規則 （16

原則）や手川頁を理解し 、自分の名前が書ける よ

うにな り、そ の誠実さや真剣さでグ ラ ミン銀行

の スタ ッ フ を納得 させる 。 各グル
ープは リーダ

ーと補佐を選 出する 。 参加を義務づけられた全

て の メンバーを毎週の ミー
テ ィ ング に参力ロさせ

るようにするのが スタ ッ フ の仕事 で ある 。 同 じ

村 で構成さ れた6〜8グル ープが集 ま っ たもの

（30 〜 40人で構成 される）で村毎 にセン タ
ー

を

構成する 。 グル
ー

プ リ
ー

ダ
ー

の中から 「セ ン タ

ー
チ
ー

フ とチ
ー

フ補佐」が選 ばれ る 。 グラミン

銀行の ス タ ッ フ は毎週セ ン タ
ー

ミ
ー

テ ィ ング を

仕切り、貸付金の 申し入れを伝え 、 メン バー
の

活動状況を把握し て 、スタッ フ の仕事を手伝 っ

て いる 。 この セン タ
ーが村レ ベ ル での グ ラ ミン

銀行の 活動の ベー
スにな っ て い る 。 銀行の メン

バーはセンターを通 して 金を借 り、生活改善や

自立の 為に様々な収入向上活動 を行 う 。 グ ラ ミ

ン銀行の提示 した新たなモ デルは世界中 に広が

り、各国の貧困削減に多夫な 貢献 をした と高 く

評価されて いる 。

　グ ラミン銀行の ロ
ー

ン を実 施するのは 、手織

物工 場の経営者 、雑貨店の店主 、魚網の製造 ・

販売 、 衣類の販売 、 卵 ・野菜 ・果実な どの販売

業者 、その ほかの 自営の 商工 業活動 に従事して

い る者に対 してで ある 。

一般 ロ ーン の 場合 、マ

イ ク ロ ・エ ン タープ ライ ズ活動へ の投資が全体

の 約33％を占め て い る 。商業活動はお もに男

性だけが従事 で きる職種 で あ り、女性固有の 伝

統的な商業活動は 、わずかに米の カロエ （足ぶみ

の道具であ る 「デ キ」に よる籾摺 り ・精米 、敷

物編 み 、竹 ・藤細工 な ど）や魚網 の製造 、家畜

の飼育 が挙げ られ るの み で あ る （チ ョ ウ ドリ

2007 ）。 1984年か ら住宅ロ
ー

ン も行 っ ている 。

最近住宅ロ
ー

ンや学生ロ
ー

ンな どの分野 が拡大

し ている 。 さらに 、物乞い 自立支援プロ グ ラム

Struggllng（Beggar ）Members 　 PrOgramme

は2003年後半に 開始された物乞い に対する 支

援プ ログ ラム の こ とで あ る 。 開始後わずか 5年

にしかな らな いがバン グラ デシ ュ 全土 で実施さ

れ てお り、2006年には73，388人 （2008年2月

18日現在 で は 100，505 人）が こ の プ ログ ラム

に参 力ロし 、物 乞 い をや め た 人 数は 1，850 人 、

Basic　LOanに移行 した人 数は 1，057人 にの ぼる

（グ ラ ミン銀行 ホーム ペ ージ 、相 山由菜 、伊藤

侑希 らホームペ ージ ）。

　貸 し出 し後 のス タ ッ フ の活動 として 、まず、

グラミン銀行の行員は毎週 お金を回収 し 、メン

バ
ー

の経済活動や生活改善状況を把握する為に

朝から晩まで自転車で村か ら村へ と走 り回 っ て

い る 。 グ ラミン 銀行の 規則では行員全員が
一

日

中村で活動する 事に な っ てい る 。 勤務時間 に行

員が支店に いる 場合 、 銀行の規則では働い てい

な い と見な される こ とに な っ て い る 。 ただ し 、

昼下 が りに一度だ けメン バーにお金を貸す為に

支店に戻る こ とが許されて いる 。

2．グ ラ ミン銀行 の仕組み と成果

　世界 中の60力国
1°
で 4千万人 が （グ ラ ミン銀

行 ホーム ペ ージ ）、グラ ミン銀 行 を利用 して い

る 。 90 年代 には 、貧 困女性 に金融 サ
ー

ビス へ

の アクセ ス をもたらしたグラミン銀行 の成功は

世界 的に注目を集め 、 各地で 「グラ ミン 方式」

が複製される ように な っ た 。 開発途上 国だ けで

はな く 、ア メ リカ
11
、イギ リス 、オース トラ リ

アな どの 先進国で も同様で あ る 。

　こ うした 、グラ ミン 銀行の本部はバ ング ラデ

シ ュ の 首 都 ダ ッ カにあ り 、全 国に2008年2月

現在 で 2，48　1支店 （Branch）、166エ リア オフ

ィ ス （Area 　 OffiGe）、21 ゾー
ナ ル オ フ ィ ス
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N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Academy of Personal Finance

NII-Electronic Library Service

Japan 　Aoademy 　of 　Personal 　Flnanoe

　 蒹マ イ ク ロ フ ァ イナ ン ス （MF ） ： グ ラ ミ ン銀行の貧困緩和の 戦略撫  pmft鰰輪鑑’酵磁tSde 綿amtmaWVMma晦adethI 響 moMmaM 騰働寒竪轡e鯉羅tee齢tff畢 t翻辭1滯醐trm轍，解aSt 鰻鯉拿軸勘粋曲翻粐鞭鵬野齦粥雖融融轟畷脚 辮羈齢驫暇翻蝦欄齢雖齲曲轟嘸瑠等勢購掣軸勲鉾曲際／WWI 鰯翻IMmasmadilee 輙奪勲鰾俘驫独碍舮購貯粥鞭葦鞘鋤鷹話鰯貯羅齢繧黔藤鼠艦罵潔轟融櫺燃鋸遷艱費臼齲曲呼賜熱撚隷
　 麟

（Zonal　 Office）で総合的25，157人のス タ ッ フ

と監督下 に ある （図 2）。 損益勘定を持つ の は

支店 の みで あ り、融資
・
預 金等の 業務を地域や

現場の実情に応じて実施している 。 地方事務所

は支店と地域事務所閤の 情報伝達を中心に 行

い 、地域事務所は 、そ の 管轄地域の 業務の 管

理 ・
本店へ の報告 を行う 。 本店は 、全体の モ ニ

タ リング を中心 に行 う 。 サブ ・ロ ー
ン の 貸付 、

返済状況等は 、支店か ら 、地方事務所および地

域事務所を経由して本部に報告される 。 支店 は 、

支店長 およびセ ン タ
ー ・マ ネジャ

ー
によ り構成

され 、1支店当り 15〜22 村を管轄する 。 グ ラ

ミン銀行の 特徴は融資シ ス テ ム で ある 。

　 1990年には 、約86万 9千人がグ ラ ミン 銀行

か ら融資を受けて い る が 、その 内訳は約男性7

万 8千 人 、女 性 79 万人強 で あ っ た 。 15年 後

2005年には融資を受ける者 の 数が約558万人

にな り、そ の内訳 は男性 17万6千 人以 上 、女性

は388万人以上に拡大 した （表2）。 融資残高 は

389億9千6百万タカ （約800億円）に上 り、女

1 21

図 2　グラ ミ ン 銀行の 組織

166　　　　　2，481　　　136，6191 ，168，840　　80，678

本

　
店

￥
尢
苔
長

舌
ア
オ

ヨ
ス

支

店

セ
ン

タ
1

グ
ル

1
プ

村

9
割

　 　　　　　　 　　　　 741万人

3

勲 咽
出所 ．グラ ミン 銀行 の Monthly　Report （月閤報告書）よ り作成

表2　グラ ミン銀行の再編成歴 史 （1976− 2008 ）

繋 ・藩 響ξ1ξ
ほ晦　 　笋唖　 贈　韓
1講 野 婁隷

卿評襲　　 　　　　 　毒聾　鼻
謹綴 譴 麟 ζ
　 寧商　一、売　 罅 母鐸蠱 樋 蘿鑄 轄鞠 O纔穿　捗　轟結　　　瞠　　　　　　畢轆ll鱒覊ξ鰻灘 顱錺ξ1ξ

　　　臣
鞭 鱒鑾ぎ篶　　　　甲　酔

鯉　　　　　　　　　　　亀　亭苗
擁 顳鐵 慕奪艀

融資（百万タカ） 0．008 17．11428 ，452 ，262．4713 ，663．5 、 13，961，4110 ，820361 ，593

合計 10 14，830171 ，622869 ，5382 ρ65，6612 β78，3565 ，579，3997 ，438，293
メン

バー 男 8 4β55 59，26077 ，932123 ，297142 ，857208 ，243234 ，540

女 2 10，175112 β62791 ，6061 ，942，3642 ，235，4995 ，371，1567 ，203，753

グル
ープ　　　　　 1 2，935 34，324173 ，907424993503 ρ01844 ，7561 ，172，732

セ ン タ ー　 　 　 　 　 　 1 326 7，21034206 61コ5668 ，46799 ，502137 ，
030

村 1 363 3，66619 ，53635 ，5334022559 ，91280 ，949

雇用者 1 147 2，77713 ，626
　　　　　．
12，420　　 11ρ2816 ，14225 ，175

支店 1 25 226 781 1ρ55　　 1，160 1，735 2，488

エ リア オ フ ィス
一 一 20 90 111 122 166 一

地域オ フ ィ ス　　　 1 2 5 10 12 15 21 21

注
＊デー

タは2008 年2月 まで 、一（デ
ー

タ不 明）

出所．グ ラ ミン銀行各 年報よ り作成
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… 一 一 一 一 一 一 一 …− v・−wwtwe，m − 一 一 一 …一 一 ぷ 驚 2轄 覦 紅 麟 嚶 繋 無霧一継・一

性はその 約9割の融資を受けてい る 。 2008 年 2

月の 時点で 、バン グ ラ デシ ュ の 全体87，319村

の 内80 ，949 の 村 （9割以 上 ） の 人 々が 、

1，t72，732のグル
ープ と137，030の セン タ

ーを

通 してグ ラ ミン銀行を利用し 、バン グ ラデシ ュ

の村で 741万人以上がグ ラ ミン銀行か ら無 担保

でマ イク ロ ・ク レジ ッ トを受けて いる （グラ ミ

ン銀 行ホームペ ージ）。 バ ング ラ デシ ュ にある

村 の90％以上 にあた る村 で 、サービス を行 っ

ている 。 741万人 以上の借 り主 のうち97％が

女性である 。

3．グラ ミン銀行の 財政的自立方法

　 1995 年 、グ ラ ミン 銀行は 運営資金の 為 に ド

ナー、国際機関 、国内外の 金融機関な どに 要請

をしな い こ とを決定した。 現在 、 新規の ドナー

からの 借入は行 っ て おらず 、預金
12お よびグ ラ

ミン銀行債の発 行に調達は シフ トして い る 。 ま

た 、1995年以 降 、グ ラ ミン銀行は財源の 為に

何処にも資金 を要請 して いな い 。 この 間 、グラ

ミン銀行はボ ロ ワ
ーや

一
般の 人々か ら貯金 を預

かることにより資金面 で 巨夫銀行 とな っ た 。 グ

ラミン 銀行の財政状況 を表3に示 す 。 バ ング ラ

デシ ュ 政府か らの直接的な譲許的資金の調達は

減少しているものの 、海外 ドナ ーか らの借入 に

対する政府保証およびグ ラミン 銀行債に対する

政府保証 、納税義務の免除 、 な どの 支援を引き

続き受けて い る （大橋正明氏 、 長畑誠 ：ホ
ー

ム

ページ）。 グ ラ ミ ン 銀行は融資を受けて い る メ

ン バ ー （ボ ロ ワ
ー ： BOrrower） に自立 し て貧

困か ら脱出す るこ とを 目指して い る ととも に 、

グラ ミン銀行 自身も経済的 に自立することを意

識して行動する ようにな っ た 。 グ ラ ミン銀行の

本来業務で ある金融サービス の 変化とともに忘

れて はな らない のは 、グ ラ ミン銀 行を核 として

拡大した グ ラミン ・ネ ッ トワ
ー

クであ る 。 グ ラ

ミン
・ネ ッ トワ

ーク 13
を構成する 企業や財団の

数 は20を超 え 、！T産 業 、ソ フ トウ ェ ア 産 業 、

教育産業 、繊維 ・縫 製業 、農業 、養殖業な ど 、

さまざまな分野をカバー
してい る 。 事業の多角

化をも同時に 進め て きて い る 。 例えば 、グ ラミ

ンプ ログ ラム発足当初は、専ら生産的活動を対

象として の 融資であ っ たの に対し 、住宅ロ
ー

ン

プ ログ ラム も始めて い る 。 その 他に もユ ヌ ス 氏

は 、漁民を対象とし たグ ラ ミン漁業基金 、携帯

電話 サービス 提供の 会社 「グ ラ ミ ン
・
フ ォ ン 」

も始めた 。

　近頃で は携帯電話 は私達 の 日常生活の 必需品

とな っ た 。 バングラ デシ ュ で はグ ラ ミン銀行は

携帯 電話 を貧 困 削減 の 手 段 と して 利用 し て い

る 。 グラ ミン銀 行が起 こした ビジネ ス エ ンター

プライズ の中で携帯電話会社 （グラミン ・
フ ォ

ン ） が最 も注 目を浴びている 。 1996 年 、グラ

ミン銀行は 日本の丸紅 と ノル ウ ェ
ー

のテ レ ノ
ー

ル とでベ ン チ ャ
ー
会社を （出資者は 、グラミン

35％、ノル ウ ェ イのテ レ ノ
ー

ル 社51％ 、丸紅

9．5％等）、イン タ
ー

ネ ッ トプ ロバイ ダ
ー

である

「グ ラ ミン サイバー
ネ ッ ト」等を次々に設立 し

て い る 。 グ ラ ミ ン
・
フ ォ ン はわ ず か 10年間で

1，000万 人 以上の 加 入者 にサー ビス を提供し 、

南アジアで最大の携帯電話会社とな っ た （グ ラ

ミン銀行 ホーム ページ）。

　 そ して 、グラ ミン銀行の 100万人 の ボ ロ ワ
ー

が 固 定 電 話 の 普 及 し て い な い 農 村 部 で

TelephQne − Ladiesとして ビジ ネス を展開 し 、

高収入 を得 て貧 困から完全に脱出するようにな

っ た人も少な くない 。 Telephone− Ladiesの中

に 月収が大卒の 初任給料より多い人も最近 では

珍し い こ とではな い 。 数年前 、早稲田 大学での

講演後 、ある教育研究者が ユ ヌ ス氏に 次の よう

な質問した 。

“

読み 書 きす ら出来ない 農村女性

に最新技術 を持 たせ て 、どうや っ て 商売が成 り

立つ の で すか ？
”

こ の質問に対して ユ ヌ ス 氏の

答えは 一 “

こ れは それ程難 しい 問題 ではな い 。

電 話 をか ける 為に 10桁 の数字 を覚え る必 要は

あ る が 、 そ れ を 農 村 女 性 に 教 え れ ば

Telephone − Ladiesの 事業が成 り立 つ はず 。

”

グラ ミン銀 行の フ ァ ミ リー企業は既 に全国 レ ベ

　　　　　　　
’…
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＿薫。贏詣 し騾 乙猛 煮悉。鰒 ≧。∴認濡，謡 鮪魏蒲黠翻組勲嬲照一。。＿＿＿。＿＿ ＿ ＿．＿＿ ＿＿。＿＿＿ ＿＿ 。＿＿＿＿ ＿一＿、
　 壅

ル で コ ン ピ ュ
ー

タ （IT）教育を展 開 して きた 。

最近で は農村部の 多くの 中 ・高生が利用 できる

ように村レ ベ ル で インタ
ーネ ッ ト事業を促進し

て いる 。

　グ ラ ミン銀行はボ ロワ
ー

に MF を提供する こ

とにより自助努力で生活改善や収入 向上 の モ チ

ベ ーシ ョ ンとな っ て いる と共に、銀行自身の 自

立 の為 に次 々に新た な企業やNPO （特 定非営

利活動法人） を起こして いる 。 これ らの 企業 と

NPO はグ ラミンフ ァ ミ リー （Grameen　Family）

と呼ばれて いる 。 そのqコで もグラ ミン銀行が設

立 した代表的な携帯電話のベ ン チ ャ
ー企業 「グ

ラミン
・
フ ォ ン」 は南ア ジア の どの会社よりも

多くのカロ入者 を持 っ て い る 。

N グ ラ ミ ン銀行に お け る萸困緩和に 関する理

　 論的分析

1，貧困緩和に 関する理論

　貧困緩和における理論やモ デルにつ い てここ

で は考察する 。 多くの 研究者が貧困緩和の理論

を展開 し、新世紀 に入 り世界の開発 の潮流は国

表3　グラミン銀行における財政状況 （百 万 ドル ）
萼　恥　聾　　耳　囁
f黶

曙

ゴ轟∵Yζ

寧
1襲霧葉

ヌ
ゴf∵；

鰯
霧尹嶽、筆囀 無 漁 欝 ゴ．歪内 写鱶 蹴

“
：
内
…凄購 、ゴ瀚 毓 ゴ“　彳 蘿臟 難鷲鑞 譲ゼ龝 飜 羅噂　甲ヌ岔　　　　　　　　摩i孅 獣　　　　　酔1鞭黼 蓉繕恥　鯉

為替 レート：1US ＄＝Taka45 ．4548 ．5051 ．0054 ．0057 ．OD57 ．9058 ．4560 ．3165 ．7969 ．91

認可資本 11．0010 ，319 ，809 ．268 ．778 、648558 ，297 ．60 7．15

払込済資本金 5．415 ．325 ，205 ．004 ．774 ．774985 ，27483 4．55

資本と他の準備金 2．0239 ．3434 ．5932 ．6730 ．9530 ．47 …135，89728966 ．8282 ．87
雑費 18．903 ，759 ，089 ．2010 ，3013 ，12　 21．9227 ，2643 ．1747 ．31

合計 26，3348 ．41488746 ．8746 ，02 レ

　　　　　．
48．36　162．79105 ，42114 ．82134 ．73

預金 109．53107 ，67108 ．84113 ．24125 ．77154 ，61227 ．65345 ．43482 ．92634 ．27

他 の資金 28．5413 ．5715 ．537 ．393 ．652 ．471 ，8659 ，135t ．415388

借入金 248．47223 ．4222824196 ．83171 ．60120 ．52720848 ，0229 ．1426 ．53
ロ
ー

ンと前払 312．04334 ．23282 ，0024408229 ．14231 ．43287 ，84345 ．65439 ．23488 ．41

投資 101．2137 ，2693 ．8696 ．8390 ，2369 ．4591 ．2711981151 ，8028242

現金と銀行預金残高 8．259 ．697 ．924 ．487 ，307 ．6210 ．0113 ，2314 ．9012 ．87

固定資産 16．5518 ．12193417 ．8316 ，5815 ．9115 ．5915 ，0214 ．5214 ．95

他 の資産 32．1235 ．1740 ．9443 ．3040 ．3336 ．3759 ．6764 ．2857 ．8450 、77

合計資産 470，17434 ．47444 ．06406 ，52383 ，58360 ．78464 ，38558 ，00678 ．28849 ，42

自己資金のロ
ーンと前払の害1合岡 8 14 17 19 20 21 57 30 26 28

自己資金と陽金の前払の割合（％｝ 44 47 56 66 75 88136 ［　 130136 157

合計利益 （準備金 の 前） 62．0762 ．29618855 ．7055 ．5652 ．5061 ．20177 ，87112 ．40134 ．89

給料と他の出費 20．5122 ．1023 ，9621 ．7819 ，6019 ．9721 ．2120 ，68253728 ．97

支払利息 19．2518 ．1420 ．0018 ．1318 ．0015 ．4218 ．8926 ．2534 ．7649 ．65

他の 出費 5．594 ．524 ，104 ．044 ．354 ．464 ．797 ．05　 10．7913 ．63

準備金の前の出費 16．41153812 ．3311 ．5512 ．5811 ．62102016 ．89… 26．28　　　　． 22、64

合計出費 61．7660 ．1460 ．3955 ．5054 ．5351 ．4755 ．0970 ．87 ： 97，19114 ．89

純利益 0．332 ．121 ．510 ．201 ．041 ．046 ．117 ．00 と 15．2020 ．00

Provision差引残高 50．6961 ．5966 ．4570 ，1763 ．1864 、4060 ，6849 ．3541 ．1240 ，42

不良債権 0．421 、324 ．454 ，1515 ．899 ．4113 ，3126 ．3630 ．4024 ，69

不良債権 の 回復 0，130 ．140 ，120 ．200 ，821 ，812 ．282 ．5512 ．95 9，17

累積支出（住宅 ロ
ーン 含む） 2，2242 ，6532 ，9783 ，2483 ，5373 β114 ，1804 ，6155 ，2275 ，954．02

出所 ：グ ラ ミン 銀行の ホーム ページ より作成 。
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連 ミレニ ア ムサ ミ ッ トにお いて 「ミレニ ア ム開

発 自標 （MiHennium　DeveLOpment　Goals，
MDGs ）」にも代表 される ように 、第

一
目標 を

達成する ための数値 目標の
一

つ が 、「ターゲッ

ト1」であるが、それ は 、「1人 1日「ドルを貧困

ライ ン として 、1990 年の 世界 に お ける 貧困人

□ 比率28 ．3％を2015 年に は 14．2％に する こ

と」がこの 「タ
ーゲ ッ ト1」であ る 。 ちな み に 、

世界銀行の最新推計に よれば 、2000 年の 世界

全体の 貧困人□ 比率は 、21．6％とな っ て い る

（WB ：2003）。 現在世界には約 13億人の 所得

貧困者が いる といわれ 、その うち9億人近くは

アジア
・
太平洋地域に暮らす人々と推計されて

い る 。 ア ジ ア人 □ 3人 の うち約 1人 が所 得貧困

者 とい うことになる 。 特に南 アジアの 貧困者 の

数は5億人 を超えてお り、その うち4億5，000万

人はイン ド人が 占める 。 国際貧困線以下の 人ロ

割合 （1日 1ドル以下 の人 ロ 1981 − 95年 まで）

の最も多いバングラデシ ュ では 、36％ （2000 ）、

ネ パ ー
ル 24 ．1％ （2003 ）、次 い で イ ン ド

34 ．7％ （2000 ）、 も 少な い ス リラ ン カ で は 、

5 ．6％ （2002 ）で あ る （WB ［2007 ］

386 − 387 ）。 し たが っ て 、人 ロ規模 、経済発

展段階の両面か ら見て 、こ の地域の 貧困を緩和

する には、教育 、経済、社会開発の 必要性がき

わめて 大きい といえる 。 貧困緩和戦略として 国

際機関および先進国はさまざまな アプロ ーチを

と っ て きた 。

　そ して 、第二 次大戦 後開発途上国で 開発が始

ま っ たが 、ま ともな経済発展 論の 展開は 1960

年代に入 っ てか らで あ り、発展段階論か らス タ

ー トした 。 各国 とも中長期 開発計画 を競 っ て作

成 し 、W ．W ．ロ ス トウ の 発展段階論に み る 如く

開発途上国 はテ イクオフ の川頁番 を滑走路の 端で

待機 して い る国々 として位置づ けられ 、成長至

上主義が信奉され 、近代化投資が開発途上国に

均し く発展と近代化をもた らすもの と期待され

た時代だ っ た 。

　 1960 年代 の 「トリクル ・ダ ウン （Trikle一

down ）」仮 説
1‘
や不 均衡 発展 （ハ

ー
シ ュ マ ン

1958 年）の繰 り返 しが経済 発展 をもた らすと

いうものであ る 。 発展拠点を整備すれば 、それ

によ り誘発 投資が導 かれ経済発展が進む 。 こ の

ような 経済成長を追及 する 過程 で成長の恩恵が

貧困層に もい ずれ均滴化 して い く というア プ ロ

ー
チ で あ る 。 「逆 ∪字型仮説 」 （ク ズ ネ ッ ツ

1955 年）とい う考え方で 、経済成長の初期局

面 におい て は 、所得分配 の不平等化 は避 けられ

な い が 、「い ずれ」平等化は進む との 認識の下

に 、開発途上国は所得分配 の平 等 をとる か 、そ

れ とも経済成長 をとるか 、とい う二 者択一を迫

る とい うもの で ある 。 二 つ に共通す るこ とは 、

不均等発展策を採 っ て も経 済成長の成果はい ず

れ下層に均滴し 、底辺 の所得 向上 をもた らすと

いうもので ある 。 さ らに 、1970年代の べ 一シ

ッ ク ・ヒ ュ
ー

マ ン ・ニ ーズ （Basic　 Human

Needs ：BHN ）
15
、そ の後 、　 UNDP はアマ ルテ

ィ ア ・セ ン の ケ イ パ ビ リテ ィ　（Capability）

（Sen　Amartya，（1999） ： 17− 18）概念に沿

っ て 、 ス テ ィグ リッ ツ （Joseph 　Stiglitz） を始

め とする新制度派経済学などの変遷の 中で様々

に取 り上げられ て きた。

　「トリクル
・
ダウン 効果」に して も 「逆U字

型仮説」にして も 、そ の 後 、40年以上経過し

てい る にもにもかかわ らず 、未だに格差が埋 ま

らず 、所得分配の平 等化 へ の期待は満たされて

いない という事実がある 。 もちろん 、少数で あ

るが 、経済成長 と低所得層 の所得向上 を実現し

た 国が あれば 、GNP は増 大 したが貧 富の格 差

は依然 として大 きい国もあ り、絶対的貧困層が

大半で ある国もある 。

　経済成長イ コ
ー

ル 貧困削減で はな く 、貧困 問

題 を広義にとらえる 視点が生 まれた 。 経済成長

は貧困削減に 必要なこ とに は変わ りはな い 。 オ

ーナー
シ ッ プ を基調 に し た生産や収入 、コ ス

ト ・シ ェ ア リン グに対する貧困問題 に配 慮した

開発 （pro − poor 　development）等 をいずれか

の機会に みていかなければ 、開発プロ ジ ェ ク ト
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　 蠶

やプ ログ ラ ムは持続可 能 なもの とはな らな い 。

ただ 、この経済成長は社会的な分配 や公正の伴

っ たも ので な けれ ばな らな い 。 90年以 後 は 、

世界銀 行の貧困シ フ トやグロ ーバ リゼーシ ョ ン

を契機に 、経済成長 と所得分配 、あるいは経済

成長と貧困削減に 関する 国別横断面の実証研究

が盛んになされてきた 。 その背景 には 、種々の

貧困測定指標の 開発 、そして貧困削減戦略文書

（PQ ＞erty 　Reduction　Strategy　 Paper 、略称

PRSP ）が要詰する 貧困状況把握の ために多く

の 国々で家計調査 が実施され 、マ イクロ
・デー

タ ・ベ ー
スが充実したこ とがある 。

　バング ラデシ ュ に限らず経済活動には資金が

必要だ 。 どの ように資金を工 面 し 、小規模資金

を有効に使うためにどの ように配 分 すべ きかを

考える必要がある 。 資金をめぐる仕組みが十分

に整備されて い ない途上国で は 、金融部門の未

整備が経済発展の支障にな りがちで ある 。 貧困

緩和か ら経済発展 にお けるグラミン銀行の役割

を考え 、そ の上 でMF が抱 える問題 を検討して

い くのがグ ラミン銀行モ デルである 。 開発経済

において貧困削減がより重視されるようにな っ

て いる 。 貧困削減を 目指した金融活動に MF が

ある 。 次は 、グラ ミン銀行の 活性化に よ りバン

グ ラデシ ュ の 経済成長や貧困緩和へ の貢献を簡

単 に述べたい 。

2．バ ングラデシ ュ の 貧困緩和の ため の グラ ミン

　銀行の成果

　バ ン グラ デシ ュ は 、伝統的 に農業 が盛 んで あ

り、多くの自然災害に見舞われる上に ，労働技

術水準が低い 。 労働力の 約 70 ％が農業に 従事

して い る ため 、開発は農業か ら、と主張 する学

派もいる 。 しか し 、最 近の 新 し く得 る 富は 、

MF に おける マ イク ロ ・エ ン タープ ライ ズ活動 、

製造工 業の活性化 、農機具な どに よ っ て 生み出

され 、経済成長を続けて いる 。 このような状況

に ある ので農業よ りむしろ 工 業化が必要 である

と考え られて い る 。

　しか し、貧困 を緩和するために特に最有効だ

とされ る方法 の
一

つ が 、MF で ある 。 バ ング ラ

デシ ュ のグラミン銀 行によ っ て広 く知 られるよ

うにな り、それ まで 金融 へ のアクセ ス が最 も困

難で あ っ た貧困層 、特に女性をターゲッ トとし

た貸付の成功は 、途上国の金融の 幅を広げた 。

現在 、開発経済において貧困削減がより重視さ

れる ようにな っ てい る 。 貧困 削減を目指 した金

融活動に MF が小規模金融に よ り収入を得る機

会を与える というこ とはバング ラデシ ュ のグ ラ

ミン銀行によ っ て広 く知られる ようにな っ た 。

　その 結果80年代 には約50％ を占めた貧困率

は 、2000年まで約50％まで 低下 した 。 90年代

に入 っ て か らは 、「貧困の 削減 」が開発計画上

で最優先 の課題 として位 置付 けられ 、援助国や

MF 特にグラ ミン銀行の直接 的な貧困対策支援

も格段 に増加 した 。 バ ン グラデシ ュ で は 、基本

的な生活 に必要 とされる支出以下で暮 らす貧困

者 の 率 （Head − count − ratio ： HCR ）

（Cost − of − Basic− Needs ：CBN ）は 、全国

レベ ル で 1991 − 92年度の 58．8％か ら2004 −

05年度には 18．7％に改善した （表4）。 し かし 、

都市化も進み 、都市居住人ロ は上昇とな っ て い

る 。 また ，自然災害の 影響で 農村の 人々が都市

へ 移動し、結果として 、農村よ り都市の 貧困層

が高い 。

　バング ラ デシ ュ は近年 、経済成長 を遂げて い

る 。 グ ラミン銀行は貧しい 人々に無担保で わず

かな金 を融資 し 、それを元 手に小 さな ビジネス

（マ イク ロ ・エ ン タ ープライ ズ ） を始め させ 、

経済的に 自立さ せ る 厂マ イ ク ロ ・
ク レジ ッ ト」

とい う手法 で ある 。 こ の マ イクロ ・クレ ジ ッ ト

に より貧困層 の生活水準を引 き上 げてい る 。 ま

た産業の構造変化や人ロ 増加に伴う急速都市化

して い る 。

　バン グラ デシ ュ 経済が抱える大 きな問題の
一

つ は 、貧困層の増加 で ある 。 バ ングラデシ ュ は 、

2006 年時点で 、総人 ロ が 1億4
，
180万人 （外務

省編集協力2006 ： 16） で あ り、87，928 村を
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表4　バ ング ラデシ ュ における貧困状況

撫灘鯲鱗講爨1轗蠱轗ll　ili羅 羣轍 曇讎 覊轗 皺轢1戔孅妻i蓁韓 蝿 諺：爨：
露 …難雛

瓣飜 欝讙韈 蕪
瀦 器 器 鵬 …ζ綿 蠶 薯眇殍　嵒サ　嚀畢縄無畷畷野獰糠臣

鍵舞
　　　　　鐸 繼鑵 購

譏妻

灘難麟 爨
　 　 　 寧酔糟 　 　髞 彈
窪i黛疆難萼 1蓑灘 li爨li羹饕難i欝 i爨i鑾 皺 蝿磯寧囁・鼠鴬律蝉需亭輪

1985−86 53．1 42．9 51．7 54，7 62．6 55．7

1988 −89 59，2 439 59，1 47．8 47．6 478

1991−92 61．2 44，9 58．8 47．6 46，7 47．5

1995−96 56．7 35．0
　　　　　　5
53．1　　　 47．1　　　　　　」 49，7 47．5

2000−01 53．0 36，6 498 　　1　 42．3 52，5 443

2004 −05 「8，2 20，8 18，7　　　 40．1 43，6 40．9

Note ：HCR 〔Head　Count　Ratio　based　Qn 　upPer 　poverty　Iine）、CBN 〔Cost−of−Bas［c−Needs）、
　　　　DCI （Direct　Calor「e　lntake）D

出所 ：バ ン グ ラ デ シ ュ 政府，St∂tistic∂t　Ye∂め ook 　o 厂θ∂ngX ∂dθsh （various 　years），とWB ，　 aUor！d

　　　Dθ vθtopmθnt 　R θρort　2000／200　1：　Att∂okxhg ρovert）／，28Q−281頁 。

表 5　バ ン グラ デシ ュ にお ける実質経済成長率

蕪 ；燕 織i…纖譱鑓鬟i三欝萋i…1叢雛業蕪耄三…i蕚灘・羅i爨耄謬鱗 鸚 ；瀦 罐霧
毅 覊 覊 1雛 ：靆蠶

難難攤爨鸛il難
轡 讐 難 騰 勢鯉 響罫麟瞬脚悌鰯毒郵駅、螺懿亭崢鰻掌
難 韆 靆鑓 認 舞

覊 霧織 緇 婁蠶

鑞靉1
韆 難黷 ；舞 嬲 ；

靭翻、難i蠶靆 璽

鸛 霧謬 盤濃綣

調
髄

　 　 鶚購　 制　 　 無影 齢 　序
鏤繝 爨鯊 藁
黷鷲溜 鷲 鬻 夐融講 噛　蝉膨罐酬蛋霹　温

覊 醗 飜

il鑾繼 ili
畍 轡　恥罅　蹲轡、津障

鍵罪諺 靆 隷

戀盛灘轟舞縛帝踝財嬲渝鰐

ii蕪ii議 麟

1黶
灘 覊 調 鑓 靆

灘羆 饕
識 鍵畿 鬻 鬻甲究繍轄　　濘脳

雛 蠶：蠶 ：鬻 繋

；
；

灘黷帖
紫
嚇叭嬾

認 1鋤鸛 遮 ：舞 ：結聲融轡轄罐獅　艀濘齢 踊萼

i難灘iけゆ壷啣寧　舵帝構 靹

濃繼 認 雛 鵝 濃

騰繍 鈩　 羃．
騰 1購 羃難
i蕁織 髏1妻≡争鄲串恥“牌帛帯窮轡諦鈩F黜

1971−72 一14D 一16．6 一 一10．7 一46．1 一43，4 一45．2 一 一

1972−73 7．5 4」 48．3 一〇．3　1　 63．672 コ 65．7 1，7 一

1973−80 3，9 1，346 ．6 2．11　 20．2 2，9 10，3 10．1 4，8

1980−85 3．8 1，443 ，5 2．9 2．8 2．9 2，8 103 5，1

1985−90 4，0 2コ 39．0 2．4 6．2 2．9 4，8 9，8 53

1990−91 3．4 1．537 ．6 1，6 2，0 2，9 2，4 10．5 4．9

1991−92 4．2 2，336 ．9 2，210 ．5 2．9 7．3 11，3 5」

1992−93 4．5 2．635 ，9 1，813 ．2 29 9コ 11コ 5．5

1993−94 4．2 2．434 ，6 O，310 ．2 4．O 7．8 11，5 6．1

1994−95 4．4 2．632 ，8　・− 1．011 ．2 4．2 8．6 11．3 7．1

199596 5．4 3．632 ，2　
：
　 3，7 6，0 3．9 5，3 11．3 6．5

1996−97 5．9 4．120 ，4
…
　 　 6，4 3，3 3，9 3．5 15．4 6．1

1997−98 5．7 3．919 ，6 2，911 ，0 6．8 9、5 15．8 6．5

1998−99 5．2 3．419 ．3 5．011 ．2 4．4 2．5 15，6 5．9

1999−00 59 3．619 ．4 69 11．0 4．3 5．0 15，4 5．2

2000 −01 5．3 4．619 ．5 53 11．1 4．4 6．7 15，5 5．5

2001 −02 4．4 5．818 ．5 0．011 ．1 4．6 6．115 ，7 ・ 5．5

2002 −03 53 2．818 ，2 3，311 ，2 4、6 6．8 15．9 5．4

2003−04 6，3 3．817 ，9 4，311 ，4 4．7 7．116 ．1 5．4

2004 −05 5，4 4．216 ．8 1．811 ，7 4．8 8．116 ．5 5．7

2005 −06 6，0 4．616 ．9 2．212 コ 4，9 8．3 押 ．0 6．4

2006−07 6，7 5．316 ，4 4．512 ．6 5，1 9，6 17，8 6．5

注意　 （
一

）デ
ー

タ が不 明 、1971 −72 か ら80年 まで は 1980 年Constant　 Price、1980年から1991年は、1985年Constant
　　　　Price．1991か ら 1996年 は 1991 年 の Constant 　 Price、その 後は 1996年の Constant　 Pr「ce で ある 。市 場 価格 変 化 の

　　　　ため に表 の デ
ー

タ は 、1996年度 か大 幅 に変化 が見 られる。

出 所 　1971−73年 ：長 田満 江他 「バ ング ラデシ ュ の 農業 」、国際 農 林業 協力協会、1980 年 、15頁 。

　　　　バ ン グ ラ デシ ュ 政 府 ：BBS ，翫 ∂tistic∂t　Ye∂rbook 　ofB ∂ngtade5h 各 年 よ り作 成 。
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　 纔

含む 14万 4千km2の 国土の6割を農地に利用 す

る農業国であ る 。 この国が抱える大 きな問題の

一
つ は 、 貧困層の増加であ る 。 バング ラデシ ュ

で は人 ロが毎年 1．55 ％近く増力ロしてい る 。 そ

の 結果 2028 年に は 2億人を突破する 見通 し で

ある （BBS ，2003 ：23）。 し か し 1990年代に

入 っ て から 、 政府は経済構造改革に本格的に取

り組む こ ととな り、財政
・
金融の建て 直 し 、民

閤セ クタ
ー

の 開発促進 、及び貿易
・
為替の 自由

化等を実施した結果 、安定的な経済成長がもた

らされ 、90年代前半の 5年間で4．5％成 長 、96

年か ら2005 年 の 10年間で 5％以上の 成長率 を

達成して い る 。 最近 で は年閻5〜6％台の経済

成長率が達成され て きて いる （表 5）。

　グ ラミン 銀行の MF を受 けて い る メ ン バーを

中心とする貧困層に直接協力し 、その 結果まず，

  経済成長 に伴う、就労機会の 創出に よる 、 1

人当 り所得の 向上 が貧困緩和の基本である 、 

経済成長は経済 ・社会イン フ ラ の整備が可能に

な っ て い る 、  教 育、技術訓練、科学技術向上

は経済成長の 基本 的な事に貢献して いる 、  農

村経済の成長 、地域開発を進 め 、格差 を減少す

る 、  べ 一 シ ッ ク ・ヒ ュ
ー

マ ン ・ニ ー ズ

（BasiG　Human　Needs ：BHN ） に解決 で きる

ようにな っ ている 。   貧 しい 所帯の主 に女性に

対 して 従来未活用 で あ っ た彼女等の生産的労働

力 ・企業家精神を活かす機会 を提供する こ とに

より、  所得の増大 、子供の教育機会増大な ど

の効果をもた らしているこ とがわかる 。 更に興

味深い こ とは 、  その 様なプラス の 効果は 、同

じ家庭に あ っ て も 、男性に 対して融資が行われ

る よりも女性 に対 して融資 をした方 がよ り大 き

な効果が得 られるこ とで ある 。 但 し、  グ ラミ

ン銀行の融資を受けてい る家庭内の女児と男児

を比較する と 、相対的に 女児よりも男児の 方が

融資プ ログ ラムの 間接的便益を得て いる とみ ら

れる （不破信彦 ：ホームペ ージ）。

　しか し、最近の家計調査デ
ー

タを使 っ た 、グ

ラ ミン銀行の 農村家庭の 資源配分行動に対する

イン パク トの実証研 究 （Pitt　 and 　 Khandker

（2002 ）　； 1− 24）に よる と 、 （第 「回 1991 −

92年と第2回 1999 − 99年）借 り手 の 性別は 、

その資金の使われ方にある程度影響する とい う

結 果 が で て い る （Pitt　 and 　 Khandker

（2002） ： 1− 24）。 グラ ミ ン銀行か らの 資金

借入が 、借入世帯における所得、女性世帯員が

保有す る資産額 （土地 を除く）、世帯員の 労働

時間 、子供の 就学率に与えるインパ ク トを計量

経済的手法 （基本的には回帰分析）によ り推定

した 。 そ の推定結果 によれば 、グラ ミン銀行か

らの 資金借入 100タ 力当た りの 借入 れ所帯 に対

するインパク トで あ る 。 それ による と、グ ラ ミ

ン銀行か らの 借入れは 、平均して 、借入人が女

性である 場合 18％ 、借入人が男性である 場合

11％の それぞれ （家計全体の ）所得増加 に つ

なが っ て いる こ とがわかる 。従 っ て 、金融に よ

る所得増大効果は女性に対する 方が2倍弱大き

い 。この 事は 、女性の就 労機会が文化 ・習慣的

（即 ち 、非経 済 ・
非市場的 ）理 由か ら制限され

て い る結果 、信用供与によ り、就 業機会 （主に 、

自営業や内職等）が与え られ た場合の限界収益

が男 性よ り女性の方が高 い ことによると思われ

る （Pitt，　Khandker （2003 ） ： 87 − 118）Q

　バン グラデシ ュ の MF は 、国内開発 を コ ンセ

プ トとして貧 困緩和 に取 り組んで いる 。 MF の

開発 の概念は 「世界経済的な レベル か らみ て貧

し い とい える国家や地域に 対して援助を行う」

とい う先進国の 開発概念と共通してい る ように

思える 。 最近の 人問開発 とい う考え方は 、も っ

ぱ ら経済成長 を重視したそれ までの 開発 ア プロ

ーチ とは
一

線 を画 したもので ，人閤の 労働力と

し ての 開発 、BHN の充足 、社会的環境 の 充実

な ど、それぞれ を達成する こ とに よっ て 、人間

の 選択の 幅の 拡大および幸福の達成 を目指して

い る 。 農業生産性 を促進 するためにも教育の果

たす役割 は大 きい 。 ここで言 う教育 とは基礎教

育 、 つ ま り読み書 きの能力であ る 。 基礎教育が

広 く行われな い と最貧困層の 農民は非識字者の
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まま放置 され 、農業技術 の伝播が困難 になる 。

また 、字の読 めな い農民で あれ ば 、他人に頼 ら

なければ新 しい市販種子につ い て の情報 を得る

こともで きな い 。 この ように教 育の不十分さは

貧困層を苦 しめ 、自ら貧困を抜 け出そ うとする

力を身につ けさせな いでいる 。 人 閻の基本的潜

在能力の拡大を目標とする人閤開発の観点か ら

する と、教育を十分に普及 させるこ とは貧困層

に貧困の原 因を考えさせ る ため に も非常に重要

である 。 逆に 、貧し い地域に おける経済成長の

達成こそが開発だと捉えて い る従来の 開発思想

の普及によ っ て 、健全な世 界経済で あればすべ

ての 貧者 は救われる とい う神話が作られ 、こ れ

まで 自給自足的な共同体生活を送 っ て いた社会

に競争原理 が導入され 、共同体 は合理的な社会

に変容するこ とがで きな くな っ て い る 。 （チ ョ

ウ ドリ ：2004 ）

　そこで筆者の 意見として は 、農村開発ととも

に工 業の同時的発展 を経済発展 とみなす考え方

で ある 。 工 業の成功は、市場の拡大に かか っ て

いる 。農家 は消費を支える ために収入の 増大も

はか らなければな らない 。 その ためには 、農民

が作物を都市人 ロの 食料とし て 、または 、農産

物加工 や輸出のために売ることに努力 し 、農工

は協力して発展することがで きると考えるの で

ある 。 そ こで 、グ ラミン銀 行の MF の貢献 が大

きい 。 さ らに 、すで に見たようにグラミン 銀行

の研究者 を中心とした分析 は 、MF と貧困 の関

係を 、貧困 関連の政策 などをコ ン トロ ール変数

として使用 しつ つ 、直接に相関 を分析しようと

する ものであ っ た 。 しかし 、この こ とは 、貧困

削減の ため の MF 政策のそれ ぞれが 、どの よう

な経路 を通 じて 貧困 に 影響を与えてい くかに つ

いて の示唆 を与えるもの で はな い 。 他方 、その

ような経路 とその影響 の強 さが不明の まま、具

体的な 貧困削減の ため の政策 を立 案する こ とは

不可能で ある 。 したが っ て 、世界的な PRSP と

な っ て いる マク ロ 政策 のそれぞれ につ い て 想定

され る影響 の経 路 を
一

般論 として 明 らかに し 、

さらに個別 につ い て 家計的研究 を進 める必要が

ある 。

V グラミン銀行 の貢献と結び

　バ ング ラデシ ュ は 、長 い歴史や伝 統の中で 、

農村社会では女性は家の中で子 育て 、家事をし

（パルダという社会的慣習 に より）、 外部の者か

ら隔離し ，家の囲い のqコで生活する こ とを要求

される ため 、女性が農地を耕作し た り 、 収穫物

を売買 した りする こ とがで きな い 。 男性は外で

（生活費を稼ぐ）働く こ とが主流だ っ た 。 その

ため女性の 社会的、政治的 、経済的 、文化的状

況 な どを変え て い く こ とは非常に困難で あ っ

た 。

　しか し 、グラ ミン 銀行の モ チベーシ ョ ンによ

り村 の 女性 がMF に興味を示 し 、やがて家 族の

賛同 を得 て積極 的に関わる ようにな っ た 。 小規

模融資を受 けるこ とで自分たちが昔から持 っ て

いる イン ディ ジーナス ・ノウ レ ッ ジ （代々親か

ら子 、子 から孫へ と受け継がれ て い る知恵と知

識）を活かしてア ヒル 、ニ ワ トリ、ヤギ 、牛な

どを育て た り 、野菜の栽培 を した り、村で 小さ

な店 を開 くなど して 現金収入 が得られる ように

な っ た。これによ り、貧困削減 と同時に家族の

中で 自分達の地位 を確立 で きる ようにな っ た 。

　 MF は貧 し い村人 が容易 にアクセ ス で きる金

融 シ ス テムで ある 。 グラ ミン銀行や その他 MF

機関の登場もあ っ て 、伝統的な高利貸 しは後退

を余儀な くされて いる 。

一
部 で はま っ た くなく

な り 、残 っ ているところ でも利子率が大幅に下

がる 等の変化 が起 きて いる 。 MF によ っ て余裕

がで きた村人が親類縁者 に無利子 で緊急用の 資

金 を用立て る例もあ り 、MF 資金の 流入 で金 融

の形にも変化が現れて い るとい える 。 グ ラ ミン

銀行 か ら無担保 で MF を受 けるこ とに よ り、女

性達が経済的に 自立し 、さまざまな社会や政治

活動にも積極的に 参加する こ とに よ っ て 自分達

が対 等な 立場 で 意志 表示 が で きるよ うにな っ
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た 。 この ような ことは今まで 開発途上国の農村

で 暮 らす女性 の 生活 の 中で は考 え られ なか っ

た 。 グ ラミン銀行は女性 と開発 、ジ ェ ンダーと

開発 という理論やアブ〔コーチ より 、実践 的に女

性のエ ン パ ワ
ーメン トを通 じて静かな革命 を起

こ しているとも言える 。

　とは いえ 、バン グラデシ ュ の貧困層の状況 を

改善するには 、 グ ラミン 銀行 の MF だけでは困

難と 、 こ の 35年閤の 経験か ら分かる 。 技術研

修 、マ
ー

ケ テ ィ ン グの情報 、ビジネス 環境や最

低限の イン フ ラを整え、さらに拡大する 必要 が

ある 。 ただし 、こ れ らの 支援を行うに して も外

部か らの 資金や技術協力の支援が必要で ある 。

だが補助金にはあ まり依存しない 方が良い 。 金

融機関の 懐が痛 まない こ とを知 っ て 返済 しな い

人が出て くるか らで ある 。 新聞に補助金や援助

に よる低利 融資の 記事が載る と、「こ れは融資

で はな く援助だ」と都合よく考える 人たちも現

れ 、まじめ に払 っ ている 人たちに まで悪影響が

出る 。

　現金 が動かな い とMF は利用 され にくい （チ

ョ ウ ドリ ：2007）。現在 、グ ラ ミン 銀行で は顧

客の こ
一ズに合わせた様々な ロ

ー
ン を展 開して

お り、貧困削減の ための 機関 として 申 し分な い

と評価で きる 。 その予算 はバ ング ラデシ ュ 国内

GDP の お よそ 1％を占め るに至 り、その規模 、

存在共に非常 に大 きい物 で ある 。 しか しここで

貧困削減という言葉につ いてその定義を明らか

に しようとすれば、そこ には人々 を豊かに する

という事よ りも 、貧困者を減 らす とい う事に重

きを置くべ きである と考える 。 貧困者 を減少 さ

せるためには 、今よ りもよ り一層多くの人 がグ

ラ ミ ン銀 行の利 用 を望 む状 態 にす る必 要があ

る 。 つ まり借 り手 ，グラ ミン銀行利用者とグ ラ

ミン銀行の 関係をより密接に させ る 事は 、貧困

削減 に向けて の 1つ の大 きなポイン トとなる で

あろう 。 また 、貧困削減 に対 して グラミン銀 行

の 負う責任が大 きくなる 理 由は 、所得 と生産性

の 向上 とは言い換えれば 、より良い生活 を手に

入 れたい と願 う事で ある 。 （相山由菜 、伊藤侑

希 ら ： ホーム ペ ージ）。 最 後 に思 うこ とは 、小

さい村か ら始 めたグ ラ ミン銀行は 、全国的に拡

大 し更 に世界 的広 が り、最高の ノーベル平和賞

まで受賞 したことはムハ マ ド ・ユ ヌ ス氏 の努力

の結果 であ る 。 ここで十分に研究できな か っ た

事は 、今後の残された課題とする 。

【注】

1　 ム ハ マ ド ・
ユ ヌ ス 教授は 、1940年 にバ ング ラ デ シ ュ

　 の南部 チ ッ タ ゴ ンに 生 ま れ る。チ ッ タ ゴン カ レ ッ ジを

　 経 て 、ダ ッ 力 大学 を卒 業。フ ル ブ ライ ト奨 学金 を得 て

　 渡 米 し 、1969年 に ヴァ ン タ
ー

ビル ト大 学 で 経 済 博 士

　 号を取 得し た。72年 に帰国 し 、チ ッ タ ゴン大の経 済学

　 部長 に 就 任 した。だが 76年 、飢 饉 （き きん ） に見 舞 わ

　 れ た 農 村 部貧 困層 の 救 済 を志 し て 教職 を辞 し 、自 らの

　 資産を 投じ て 少額無担保融資事業を 開始 。 ユ ヌ ス 氏は 、

　 グ ラ ミ ン 銀行を通 じ た貧困削減 へ の 功績が認 め られ 、

　 バ ン グ ラ デ シ ュ や多くの外国から65以上の賞を受賞 し

　 た 。 な か で も 「ア ジア の ノーベ ル 賞」 と呼ばれ る 「ラ

　　モ ン ・
マ グ サ イ サ イ賞」 を 1982年 に受賞 した。そ の

　 後 、89年 に 「ア ガ ・カーン賞」、94年 に 「世界食糧賞」、

　 01年 に 「福 岡 ア ジ ア文 化 賞大 賞 」、04年 に 「日経 ア ジ

　　ア賞」、08年2月 に第 5回 北九州 市 環境 賞大 賞 を受 賞 し

　 　て いる。

2　 従来 の 貧 困 者 向 け金 融 で は貸 付 （ク レ ジ ッ ト〉 が重 視

　　され てい た た め 「マ イ ク ロ ク レ ジ ッ ト （小 規模 貸付 ）」

　　と い う用 語 が一
般的で あ っ た が 、最近は貯蓄等も重 視

　　し た 「マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス （小 規 模 金 融）」 と い う

　 用語が
一

般的に 使われて い る 。 本稿で も、基本的 にマ

　 イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス （MF ） と い う用語 を使 う 。

一
般

　 的 にマ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス 機 関 とは 、在 来 の 制度金 融

　 や イ ンフ ォ
ー

マ ル 金 融 の 代 わ りに、貧困 者 向 け の小 ロ

　 融 資 や少 額貯 蓄 とい っ た 金 融 サ
ー

ビス を 提 供 す るMC

　 の担 い手をさす 。 マ イ ク ロ フ ァ イナ ン ス 機関 に は 、銀

　 行、協同 組合、ノン バ ン ク 、国 際NGO 、非営利団体な

　　ど の 様々 な 法 的形 態が あ る 。マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス 機

　 関 はMiGro　Frnance　 lnstitutionと 記 され一般 的 にMFI

　 　と略 記 され る。

3 　 「グ ラ ミ ン 銀 行 の 成 功 が経 済学 研 究 に 与 え た影 響 に も

　 特筆 す べ き も の が あ る 。例え ば 、（Joseph 　 Stiglitz）

　 　ジ ョ ゼ フ
・
ス テ ィ グ リッ ツ教 授 （2001年 ノ

ー
ベ ル 経

　 済学 賞受 賞者 ） に よ っ て 、15年 前 に既 にグ ラ ミン銀 行

　 成 功 の メ 力 ニ ズ ム を定 式 化 す る 研 究が行 わ れ て い る

　　［
“
Peer　 Monitoring　 and 　Cred「t　Markets ，

”
Wo 厂ld

　 Bank 　EGQnomic　Review，1990，4 （3），pp ，351−66］。

　 　ア メ リ力 経 済 学 会 の データ ベ ー
ス で あ る ECONLiT の

響鉗齢
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ー

ビス 研究学会年報　lll
嬲 蘇緲肺嬲鄲欄 購糟黼 m 黼 購 難 鬻 鞘 駕嬲驪鮴 澱欄 鸚 嬲響辮贈嬲窶鞘 鞭鯲鮮嬲糊 欄野脚 唖靭鸚輻隅爵禰縢緲euaeen 軸脇m 購 繍 勘 蝋 轟臙 翫 弸 鵬 谿 嬲 阻

鴨雪
黼 報

　　最新版に よ る と 、グ ラ ミ ン 銀行に 関 連す る 学術研 究論

　　文数は少なくとも 100以上に も上っ て おり、開発経済

　　学の 専門学術雑誌 で あ る Journal　 of 　Development

　　Economicsは言 う ま で も な く 、最近で も Review　of

　　Economic　StudiesやJournal　 Of　Pol「tlcal　Economy、

　　EGonomiG　 Journalな ど の権 威 の あ る 学 術雑 誌 に も 、

　　グラ ミン 銀 行成 功 の メカ ニ ズム を 解 明 し よ う とする 研

　　究が数多く発 表 され て い る。現 在 のグ ラ ミン銀 行 は 、

　　グ ル
ー

プ責 任制 度 を取 らな い 形 に 進 化 し て い る が 、グ

　　ラ ミ ン 銀 行 の成 功 は 、Stlglitz教 授 らに よ る 「連 帯賁 任

　　制度 （Jornt− liability）」 の 理 論 分 析や、マ イ ク ロ ク レ

　　ジ ッ トプ ロ グ ラ ム の 貧困 削減 効果の 計量経 済学的計測

　　を大きく前進させ る もの とな っ た 。 さらに、現 代の 開

　　発経済学教科書は、グ ラ ミ ン 銀行に必ず言及 し ながら、

　 　マ イ ク ロ ク レ ジ ッ ト・
マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス に少 な く

　　とも 1章 を割 いて い る。こ れ は 、グ ラ ミン ・
モ デル が

　　貧困 削 減 の有 効 な モ デル と して 確 立 し た こ との あ らわ

　　れ で あ る とい っ て も 過言 で はな い 」。澤 田康 幸 （2005）

　　「貧困の な い世界 をめざし て」 ホ
ー

ム ページ参照。

4　 貧困 者 に 対 し小 規 模 金 融 を行 う こ とに よ り、貧 困者 自

　　身 に 貧 困 を脱却 す る き っ か け を与 え る
一

つ の 経 済学 的

　　な 貧困 削減手段 で あ る 。 数年前 ま で の 日本 で は ほ ぼ 耳

　　にする こ と の な か っ た言 葉 で あ る 。日 本 で マ イ ク ロ フ

　　ァ イ ナ ン ス とい う言葉が聞かれるようにな っ たの は、

　　グ ラ ミン 銀行を設立 し たム ハ マ ド ・ユ ヌ ス 氏が昨年 ノ

　　
ーベル 平和賞 を受賞し 、一躍有名 と な っ た か らで あろ

　 　 う。

5　 1997年 2月 に ア メ リカ の ワ シ ン トン に お い て 第 1回

　　「マ イ ク ロ ・ク レ ジ ッ ト ・サ ミ ッ ト」 が開 催 さ れ た 。

　　世界 137力 国 か ら政府関 係者、政府機関 、国際援 助機

　　関 、NGO な どの代 表者 2，900 人 が 参加 した。

6　 世界 最大の 現 地NGO （World　largest　nat 「onal　pri＞ate

　　sectQr 　 develQpment　Qrganizat 「on ） と 自ら認 め て い

　　る。2000年の 時点で 国 内団体の NGOs は、1，575 件 と

　　国際団体 176件で あ り、しかし 、未承認の 団体を加え

　　る と5万ほ どの NGOs 存在 し てい る 。 ちなみ に 、1961

　　年か ら2006− 07年 まで の NGOs 　Affairs　Bureauに登

　　録 さ れ た NGQs は48，635で あ り、2006 − 07年 に992

　　イ牛の NGOs が登 録 した。（ホーム ページ1ttefaq，2008年

　　3月6日付）

7　グ ラ ミン の ポ リシ
ー

とし て 、「貧 しい 人 に も お 金を 稼

　　ぐ能 力は あ る 。 そ の 能 力 を生か さ せ る た め に お金 を貸

　 　す」 とい う こ とが あ る 。そ の た め 、研 修 制 度 の 整 備 に

　 　は消極 的 な 印 象 を受 ける。

8　 グ ラ ミン 銀 行 の 16原 則 と は、  私 た ち が グ ラ ミン 銀 行

　　の 4つ の 原 則 で あ る 、規律 、団 結、勇 気、勤勉 に 従い 、

　　どん な 人 生 を歩 む こ と にな っ て も それ を実現 す る こ と

　　を誓い ま す  私た ち は、家族に 繁栄をも た らし ます  

　 　私た ち は壊 れ た家 に は住 み ませ ん。私 たち は 家 を直 し、

　　早 く新 しい家を建て ら れる よ う に働 き ます 。   私 た ち

　　は 1年中野菜を 育て ます 。 私た ち は そ の 野菜を 沢 山 食

　　べ 、残りがあれば売りに出し ます 。   種まきの 時期に

　　は私た ちは出来る だ け 多く の 種 を播きま す 。   私た ち

　　は 家 族の人数を な る べ く増 や さな い 様に家 族計 画 を 行

　　い ます。出費 を減 らし ま す。健 康に 留 意し ます。  私

　　た ち は子 供 に 教 育 を 受け さ せ ます。教 育 を受 けさ せ ら

　　れ る よ うな 収 入 を 得 られ る よ う に し ます D   私 た ち は

　　い つ で も子 供た ち や周 囲 の環 境 を清潔に し ます。  私

　 　た ち は 、簡 易 トイ レを 作 り、そ れ を使 い ま す。  私 た

　 　ち は 円井 戸 か ら汲 ん だ 水 を飲 み ます。も しそ れ が 出 来

　　な い 時 に は沸騰さ せ る か 、ミ ョ ウバ ン を使 い ま す 。  

　　私た ち は息子 が 結婚す る 時は 持参金 を 要求 せず 、娘が

　　結婚する時は 持参金をわ たし ませ ん 。 私たちは 「セ ン

　　タ
ー

」（最高8つ の 「グ ル
ー

プ」からなる 組織 。 その 中

　　か ら リー
ダ
ーを 選び 、リー

ダ
ーに対 して グ ラ ミン の 活

　 　動 な どに 関す る 研 修 を 行 う） を持 参 金 に巻 き込 まな い

　　様 に しま す。  私 た ち は不 正 義 を押 し付 け ず、誰 か が

　　私 た ち に不 正 義 を 押 し 付 け る こ とも 許 し ま せん   私 た

　　ち は よ り高い 収入 を 得 る た め にみ ん な で集 ま っ て よ り

　　大 きな投 資 を始 め ま す。  私 た ち は い つ で もお 互 い に

　 　助 け合 い ます。も し 誰 か が困 難 に陥 っ た らそ の 人 を 助

　　け ま す 。   どこ か の 「セ ン タ
ー

」 で 規 則違反 があ っ た

　　時に は 、私た ち は そ こ に 出 か け て い っ て 規則 を回 復す

　　るの を助けます 。   私たちはあ らゆる 「セ ン タ
ー
」で 、

　　体操を始 める よう に し ま す 。 私た ちはあ らゆる 社会活

　　動に みん な で 参力ロし ま す。

9　グ ラ ミン銀 行 1の 大 きな 特 徴 は 、  ペ ーシ ッ ク ロ
ーン

　　とフ レキ シプ ル ロ
ー

ン が組 み合 わ さ れ て い て、返 済 が

　　困 難 にな る とべ 一シ ッ ク ロ ーンか ら返 済 が穏 や か な フ

　　レキ シ プル ロ
ー

ン に移 る こ とがで きる こ と。返 済は 連

　　帯 責 任 で はな く 、個 人 の 責 任 に よ る も の で あ る こ と。

　　  借 りる 人 の要 望 に合わ せ て 、ローン の額、返 済期問 、

　　返 済方法を決 め る こ と が出来る こ と 。   貯蓄 を重視 し 、

　　個人貯蓄 や 、長 期の 定額積立 貯金 で あ る 年金 貯蓄 サ
ー

　　ビス （GPS ：Grameen　Pen＄ion　Sav「ng ）を提供 して

　　い る こ と 。   最も貧し い 人 び との カロ入を奨励 して い る

　　こ と 。 最貧困層 （Begger） に対 す る利子な し の プ ロ

　　グ ラム な ど。  Go［d　 membership ロ
ーン を 受けて い る

　 　借 り 手 の 中 で 、7年 問 返 済 率 100 パ ーセ ン トで 、

　　Flexible　Loanも 利用 して い な い 人に は 、Gold　mem −

　　bershrpとい う 称 号が与 え ら れ る。  Fi＞e　Stars

　　Branches ブ ラ ン チ の 格 付 け 評 価 シ ス テ ム 。 そ の プ ラ

　　ン チ の メ ン バー
の 返 済 率 や 、貧困 か ら抜 け出 し た メ ン

　 　バー数 によ っ て 0〜5つ の 星 で 評 価 がな さ れ る。職 員 へ

　 　の イ ン セ ン テ ィ ブ と い う こ とも あ る が 、プ ラン チ の権

　　限 の 強 化 や経 営 的独立 を 狙 う と い う 意 味も あ る 。

10 そ の 内 訳 は ．ア フ リカ22力 国 、ア ジ ア
・オ セ ア ニ ア

　　19力 国、ヨ ー
ロ ッ パ 4力 国 （ア ル バ ニ ア 、フ ラ ン ス 、

　 　オ ラ ン ダ 、ノル ウ ェ
ー）．米 国大 陸 15力 国 〔ア メ リカ 、

　　カ ナ ダ を含む ） で あ る 。 ア メ リカ で は 、イ リ ノイ州 シ

tt’nymp−’−www’’”ur
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　llマ イ ク ロ フ ァ イナン ス （MF ） ；グ ラミ ン銀行の 貧困緩和の 戦略
晦羈距轍華礁融器融嬲鵬弗肄撰鈩聯鞴粥罐囎蘇，u「野＃齦韓珊串“w’wu「「驚聾痒罵貿t駕丁：零罵篳罵孟羸：騒給脳鋸鵜品錨th彈蕊晶羈轟痒義撫奪龠舳俘甜翫奪魚顱俘魚rmtthmt 鶸thtStdetSUta ／vavalMdi ｝inret 鈩轡毎轡齢毎駕粥母鞍軸毎軸溺昏粥鵬痔瀞轢痒鍋醐ド蠅羈穿齢覊爵講鞘母黔鵬母粥鼎覊欟膨毳軸軸遷鵬融v齦融a 働 鵬窮画齢灰靭翻弘・
　 難

　　カ ゴ ，元 大統 領 の ク リン トン 州 知事 時 代 に設 立 さ れ た

　 　アーカン ソー州等 に 存在 す る。

11 バ ン グ ラデ シ ュ の グラ ミ ン 銀 行 が サブ プラ イム 住 宅 ロ

　　
ー

ン 問題に 揺れ る 米国 に進出、移民 らを対象としたマ

　　イク 目 ク レジ ッ ト （無担保小 ロ融資） に乗 り出 した。

　　同行が先進国 で事業を展 開 する の は初め て 。 米国 で は

　 192，SOO万人の 移民らが銀行 〔］座を持 てず 、ロ 座があ

　　っ て も信用が 不十分で 融資を 受け に く い 層は約4，500

　 万 人に 上 る 。 サ ブ プ ラ イ ム 問 題の 影響で 貸 し 渋 りが 目

　 立 つ 中、同 行は 米 国 で も貧困 層支援 が必要 と判断。第

　 　1歩 として ニ ュ
ーヨ ークの 移 民 女性 グ ル

ープに 5万 ドル

　 　（約 540 万 円 ） を貸 し付 け た。同行 創 設 者 の 経 済 学 者

　 ム ハ マ ド・ユ ヌ ス 氏は 「米 金 融シ ス テ ム が万全 で な い

　 　こ と が 明 白 にな っ た 今 が 進 出 の 好 機 だ 」 と して お り、

　 今後 5年 閤 に融 資 規模 を約 1億 8，000万 ドル に増 や し、

　 全米各地に 事業 を広げる 。 2008 年2 月 16日の 英紙フ

　　ィ ナン シ ャ ル ・タ イ ム ズ （アジ ア版）。

12 貯蓄の 重視とい うこ とが謳わ れて いる が、Basic　Loa ∩

　 の 利用の 際に も、貯蓄は義務付け られ て い る 。 返済時

　　に 、返 済額の う ち の 5％は 貯蓄 に 回 さ な け れ ばな らず 、

　 そ の う ち の 半分 は 個人 ロ 座 （Personal 　 Saving

　 acGQunt ）、も う 半 分 は 特 別 ロ 座 （SpeGial　 Saving

　 account ） に充 て られ る。

13　Grameen　 Phone　Ltd．，　Grameen　Telecom．，　Gramee∩

　 CQmmun ［cations ，　Grameen　Cybernet　Ltd，，Gramee∩

　 Software　 Ltd．，　 Grameen 　IT　Park．，　 Grameen

　 lnformation 　Hlghways 　Ltd．，Grameen 　Star

　 Education　Ltd．，Grameen 　Bitek　Ltd．，　 Grameen

　 Uddog 　〔Enterprise ），　Grameen 　ShamOgree

　 （ProduGts），　 Grameen 　 Knitwear 　 Ltd ，，　GOnosha

　 sthaya 　Grameen　Text「）e　M 「Ils　Ltd、，　Grameen　Shikkha

　 〔Education），　 Grameen　 Capital　 Manageme ∩t　Ltd．，

　 Grameen　Byabosa　Bkash （Busine ＄s　Promotion ），

　 Grameen　Trustな どで ある。

141958 年 に アル バート・ハ ーシ ュ マ ン が 『経 済発 展 の

　 戦 略』中 に トリク ル ・ダ ウン 仮 説 を述 べ た。これ は 成

　 長 の成 果 が時 閤 の 経過 ととも に 途上 国 の経 済 社 会 に 広

　　が っ てい く という 考 え方 に基 づく もの で 、経 済 成長 に

　　よっ て雇 用機会を増力ロさせ 、所得水準を上げ、それ に

　　よ っ て 生活条件 を改善しよう とする も の で ある 。

151970 年 代 に は 「べ 一シ ッ ク ・ヒ ュ
ー

マ ン ・ニ ーズ

　　（BHN ）」 を重 視 した ア プロ
ー

チ が主 流 で あ っ た。　 BHN

　　とはILO （国際労働機 関） の定義に よる と 「
一

家族の

　 私的消費の ため に 最低限 必要 な
一

定量
一

適当な 食糧、

　 住居 、衣 服 、及 び 家 計 に 必 要な一定 設 備 ・家 具 」 と

　 「
一

般 的 に社 会 に よ り、また 社 会 の た め に 提 供 さ れ る

　 基本 的 サ
ー

ビ ス ー飲料 水 、衛 生 、公 共 輸 送 、保 健 、教

　 育、文 化設 備」 であ る 。
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